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鹿部町の印象

　繋がりを大切にスポーツ等に親しみやすく、町
民の方々が暖かいです。

　何事にも積極的に取り組み、まちの方々に貢献
できるよう頑張りますのでよろしくお願いいたし
ます。

これからの抱負

鹿部町の印象

　道の駅等のおかげもあり、観光客が多かったり、
役場が新しくなったりしていて、都市化が進んで
いる印象を受けました。

　仕事を覚え、環境に慣れて一人前の消防士にな
れるよう努力し、慢心することなくいついかなる
災害がきても対処できるようになります。

これからの抱負

部　署　警防課警防係
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趣味・特技
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 船舶運航技術を学ぶ！
シーマン・シップを学ぶ！ 国立宮古海上技術短期大学校 

　国立宮古海上技術短期大学校は、国土交通省の所管する学校で、優秀な船舶運航技術者の育成
を目的とし、海と船をフィールドに学びます。卒業生には、海技資格における特典が付与され、
海運界はもちろん、その関連産業を中心に幅広く活躍しています。

≪オープンキャンパス予定日≫
２０２３年
　第１回　６月３日（土）
　第２回　６月24日（土）
　第３回　７月15日（土）
　第４回　９月９日（土）

≪学校説明会ＷＥＢ予定日≫
２０２３年
　第１回　８月27日（日）
　第２回　10月21日（土）
　第３回　11月18日（土）

２０２４年
　第４回　２月10日（土）

■選抜区分
　学校推薦型選抜、総合型選抜、自己推薦型選抜、一般選抜
　（多種多様の選抜方法がありますので、詳しくはお問い合わせ
　　ください）

■資料請求および選抜区分などに関してのお問い合わせ先
〒027－0024
　岩手県宮古市磯鶏2－5－10 
　国立宮古海上技術短期大学校　教務課 

リモート個別相談も随時受付中
（17：30、18：00、18：30）

　TEL ：0193－62－5316 
　Email：kyoumu-miyako@jmets. ac. jp 
　ホームページ　https://www. jmets. ac. jp/miyako/

国立宮古海上技術
短期大学校
ホームページ

地域おこし協力隊通信

　昨年度は学び場の初年度であったため、手探りの
状態で試行錯誤を重ねてきました。そして、年度の
終盤にようやく現在の授業形態が定着しました。
　私は、「改善なくして進歩なし」という信念の元、
今年度は以下に記す改善点を徹底したいと考えてい
ます。なお、同時に昨年度からの継続点も記します。

１　改善点
　　　昨年度１年間、学び場を運営し改善が必要で
あると感じた点を念頭に置きながら実践してい
る事柄は次の通りです。

　（１）各問題文の文頭に理解度別の印を付ける。
　　　昨年度、中学生の中から単元テストや期末テ
ストの勉強の際、「勉強する時間がない！」とい
う声を数多く聞いてきました。

　　　そこで、今年度は時間のない中で効率よく勉
強することができるように、各問題文の文頭に
○，△，×の印を付けるよう指導しています。
それらの意味は次の通りです。

　　　中学生はテスト勉強の際、△や×のついた問
題を中心に復習することにより、短時間で苦手
な問題を効率よく復習することができます。同
方法は必ず成果を上げると確信しています。な
ぜなら、私も妻（学習支援員・英語担当）も同
方法で中学・高校時代に勉強し、成果を上げて
きた経緯がありますので。

　　　ちなみに、○，△，×を用いていたのは妻で、
私はＡ，Ｂ，Ｃを用いていました。学び場では、
理解度が視覚的に分かり易い○，△，×を採用
しています。

　　　なお、１つの問題について時間をおいて最低
３回は解いて復習するよう、昨年度より児童生
徒に指導しています。つまり、今年度は各問題
文の文頭にこれらの印のいずれかが３個以上付
くことになります。「反復」こそが学力定着の最
善の方法です。

　　　同方法は小学部にも推奨しています。学び場
に通っていない児童生徒の皆さんも是非、同方
法を導入してみてください。　

　（２）使用する教材は、教科書、スキル（小学部）
　／ワーク（中学部）のみとする。

　　　昨年度、多くの児童生徒が教材として、「教科
書、スキル（小学部）／ワーク（中学部）、家
庭で購入した参考書や問題集」を学び場に持参
しそれらの全てに取り組んでいました。その結
果、いずれも最後のページまで問題を解くこと
ができませんでした。正に「二兎を追う者一兎
も得ず」という状態でした。

　　　今年度は各教材の最後のページまで解答する
ことができるよう、学び場で使用する教材を
「教科書とスキル（小学部）／ワーク（中学部）」
の２冊に限定しました。多くの教材に取り組む
より、限定した教材に何度も取り組んで復習す
る方が学力の向上がはるかに期待できるからで
す。

　（３）遅刻や欠席の連絡を保護者に確実にしてい
　ただく。

　　　昨年度、遅刻や欠席の連絡は全てのご家庭よ
りお母様方からいただいていました。お母様方
は夕方から夜にかけて、夕食の準備や後片付け、
洗濯等で大変お忙しいため、それらの連絡を失
念されることがありました。

　　　我々学習支援員は、欠席や遅刻の連絡がない
場合、児童生徒の安否が大変心配であったため、
今年度は各ご家庭からの連絡を確実に行ってい
ただけるようお願いしてきました。現在は、確
実に連絡がいただけるようになり安心していま
す。

２　継続点
　　　昨年度より軌道に乗りつつある次の３点を今
年度も継続したいと考えます。

　（１）「自主的」な取り組みを更に推進する。
　　　昨年度より、学び場のねらいの１つである
「自主的な取り組み」を推進してきました。開
講当初は、学習支援員が準備したプリント等に
取り組む形式の授業だと考えていた児童生徒も
いたようです。

　　　しかし、現在では、勉強する教材を自主的に
準備し、取り組む問題を自主的に決定して解答
し、自主的に答え合わせをしています。

　（２）積極的に「質問」する姿勢を継続する。
　　　昨年度より、児童生徒は自主的に問題を解き、
解答集を見ても理解できない問題を我々学習支
援員に質問しています。積極的に質問する児童
生徒が徐々に増えつつあることは大変素晴らし
いことだと考えます。

　（３）「反復」する習慣を維持する。　
　　　昨年度の後半より、教科書やワークに繰り返
し取り組むことを指導してきました。時間をお
いて１つの問題を最低３回は解答し学力の向上
や定着を図ることができるよう今後も指導を継
続します。

　今年度の学び場の在籍者数は、次の通りです。

　在籍者数が昨年度より10名以上増えたことは、
我々学習支援員にとって大変嬉しい出来事であると
同時に身の引き締まる思いでもあります。
　今後も、「算数・数学の楽しさ」や「分かる喜び」
を多くの児童生徒に体験してほしいと願いながら、
彼らの学力向上のために尽力したいと考えています。

○　何も見ないで自分で解けた。
△　答えを見て理解できた。教科書や参考書
　　等を見て理解できた。
×　答えを見ても先生に教えてもらっても理
　　解できなかった。

学習支援（算数・数学）担当　

Ｓ・Ｍ　隊員

合計中３中２中１小６小５学 年
39639813人数（名）


